(応募様式）
農業実用化技術（園芸、花き、茶、ばれいしょ、そば、環境保全型農業及び有機農業分野）の応募用紙（該当分野を○で囲んで下さい。）
　※は、農林水産省HP「農業技術総合ポータルサイト」に掲載し、公表する内容
Ⅰ　応募者情報
	
１　応募者（応募団体）
※
	

	
２　担当部署名・役職
　　氏名

	



	
３　住    所

	



	
４　電話番号
※
	（HP公表後、農業者が直接、問い合わせできる番号へ記入してください）



	
５　E-mailアドレス

	




Ⅱ　応募技術の情報
  
　◯技術名　※
	



　　技術情報の掲載URL
　　　このURLは、農業技術総合ポータルサイトに掲載して農業者が技術の具体的内容を
　　　確認するものです。応募技術の内容がわかるサイトを選定して記載してください。

　　この技術が対象とする品目範囲を具体的に記入してください
　　（例）施設野菜（トマト）、路地野菜（キャベツ）、果樹　　　　　　　　　　　　　　　　　（温州みかん）、有機農業など




　◯技術の特徴　※
	
  ここに記載された文章は農業技術総合ポータルサイトに掲載しますので、農業者が当該
　技術を導入する際の効果やメリット等を具体的にわかり易く記載してください
　なお、効果やメリットは箇条書きで記載してください
　　（３項目程度、総文字数200字以内）
　・
　
・
　
・





 
◯導入効果（該当する効果を◯で囲んでください）※

1  労働費の低減　　　　② 物財費の低減　　　　　③ 売上げの拡大

◯導入効果の具体的説明　※
	
　　　該当する導入効果ごとに定量的な試験・実証データ等に基づく説明を記載して
　　　ください
　　　また、根拠となるデータ等は必ず、記載・添付してください
　　　記載されているデータを公表しているURLがあれば、記載してください

　　　
　　














◯導入費用
	
（記載されているデータを公表しているURLがあれば、記載してください）







　◯導入実績（対象地域、適用条件等） 　
	
　（既に導入している地域があれば、対象地域、適応条件等を記載してください）









　
◯知的財産権
	  
（応募技術に係る特許権、商標権、育成者権等の取得状況を記載してください）








◯その他参考となる資料
	
  （応募技術に関する写真などを添付してください）
　　











［留意事項］
　１　応募書類に使用する言語は日本語とします。
　２　応募書類は、様式に沿って作成して下さい。
　３　様式の記入スペースが足りない場合には、適宜、記入枠を広げてください。
　４　複数の技術を応募する場合は、１技術ごとに応募用紙を作成してください。　
　５　応募用紙は返却しませんのでご了承ください。
　６　提出された応募書類については、秘密保持には十分配慮するものとし、Webペー　　
[bookmark: _GoBack]ジに掲載及びWebページからの引用以外には無断で使用しません。

［個人情報の取扱いについて］
　　応募の際に記入されました個人情報は、農業技術情報の実用化技術の掲載に関する審　　
査以外の目的には一切使用いたしません。
また、応募者の個人情報を応募者の同意なしに第三者に開示・提供することはあり
ません（法令等により開示を求められた場合を除く）。
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